
事　業　概　要 要求額

再生可能エネルギーの
更なる拡大に向けた実
践的な事業導入手法調
査～熱・バイオマス・
風力等の有効活用を目
指して～

　本市のエネルギー政策の基本方針である「京都市エネルギー政
策推進のための戦略」に基づく再生可能エネルギーの導入量３倍
以上という目標の実現に向け，これまで推進してきた太陽光等の
ほかに，地中熱，廃熱，下水熱などの都市部にも存在する熱や森
林も含めた様々な原料から取り出すバイオマスなど，これまで低
利用又は未利用の多様な再生可能エネルギーについて，技術革新
や京都の都市特性に応じた，今日時点での新たな導入手法につい
て調査検討する。

20,000

□公民等役割分担の検討

■既存施策との整合性検討

■事業内容・実施手法の検討

□後年度財政負担の検討

これまでの取組を検
証し，市会からの緊急
提言も踏まえ，先進事
例の把握に努めるな
ど，引き続き実効性の
ある事業手法について
検討する。

水素社会の実現に向け
た水素エネルギー普
及・推進事業
～「知ろう　水素が開
く未来」～

　本市では，環境負荷低減，省エネルギー等の観点から国家戦略
に位置付けられている水素社会の実現に向け，燃料電池自動車
（ＦＣＶ）の活用など水素エネルギーの普及啓発に先駆的に取り
組んでいるが，水素社会推進の鍵は，より幅広く市民の関心と理
解を深めることであり，このために，これまでの取組を強化し，
水素エネルギーに関するセミナーや体験教室の開催，啓発イベン
トを実施する。

1,800

□公民等役割分担の検討

■既存施策との整合性検討

■事業内容・実施手法の検討

□後年度財政負担の検討

これまでの取組を検
証し，市会からの緊急
提言も踏まえ，水素関
連の企業間連携を図る
とともに，実効性のあ
る事業手法について検
討する。

将来の魅力ある低炭素
なまちづくりに向けた
調査検討～改定地球温
暖化対策計画の推進～

　「環境先進都市・京都」として将来を見据え，いつまでも住み
続けたい，魅力ある低炭素なまちへの転換が必要である。
　そのために省エネ・創エネ性能に優れ，室内における急激な温
度変化による人体への影響（ヒートショック）等の健康リスクが
低減される，いわゆるスマートウェルネス住宅で構成され，ま
た，安全・安心で，緑豊かであるなど，各地域の特性に合った住
み場所として選びたくなる住宅街区（スマートコミュニティ）を
創ることが重要である。
　そこで，先進事例や関連技術等の調査等を行い，将来の魅力あ
るまちづくりに向けたモデル事業実施の可能性を探る。

8,000

□公民等役割分担の検討

■既存施策との整合性検討

■事業内容・実施手法の検討

□後年度財政負担の検討

引き続き実効性のあ
る事業手法について検
討する。

今後の対応
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